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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月18日(2020.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号する方法であって、前記方法は、
　ビデオデータのブロックを受信することと、
　ビデオデータの前記ブロックのために使用された１次変換または２次変換に関連するシ
ンタックス要素を受信することと、
　ビデオデータの前記ブロックのためのイントラ予測モードを決定することと、
　少なくとも前記決定されたイントラ予測モードと、ビデオデータの前記ブロックのため
に使用された前記１次変換または前記２次変換に関連する前記シンタックス要素の値とに
基づいて、ビデオデータの前記ブロックを復号するために位置依存予測組合せ（ＰＤＰＣ
）モードを使用すべきか否かを決定することと
を備え、前記ＰＤＰＣモードを使用すべきか否かを決定することは、
　ビデオデータの前記ブロックのために使用された前記１次変換または前記２次変換に関
連する前記シンタックス要素の値にかかわらず、前記イントラ予測モードが平面モードで
ある場合、ビデオデータの前記ブロックを復号するために前記ＰＤＰＣモードを使用する
ことを決定すること
を備える、方法。
【請求項２】
　前記ＰＤＰＣを使用すべきか否かを決定することは、
　前記イントラ予測モードが平面モードである場合、ビデオデータの前記ブロックを復号
するために前記ＰＤＰＣモードを使用することを決定すること
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１次変換が、離散コサイン変換（ＤＣＴ）、離散サイン変換（ＤＳＴ）、または拡
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張複数変換（ＥＭＴ）のうちの１つである、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記２次変換が、回転変換または非分離可能２次変換（ＮＳＳＴ）のうちの１つである
、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記シンタックス要素が、前記１次変換または前記２次変換に対するインデックスであ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記シンタックス要素が、変換のセットに対するインデックスである、請求項１に記載
の方法。
【請求項７】
　前記ＰＤＰＣモードを使用することが決定された場合、前記決定されたイントラ予測モ
ードと前記ＰＤＰＣモードとを使用してビデオデータの前記ブロックを復号すること、ま
たは
　前記ＰＤＰＣモードを使用することが決定されなかった場合、前記決定されたイントラ
予測モードを使用し、前記ＰＤＰＣモードを使用せずにビデオデータの前記ブロックを復
号すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ビデオデータの前記復号されたブロックを出力すること
をさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　ビデオデータを復号するように構成された装置であって、前記装置は、
　ビデオデータのブロックを記憶するように構成されたメモリと、
　前記メモリと通信している１つまたは複数のプロセッサとを備え、前記１つまたは複数
のプロセッサが、
　　ビデオデータの前記ブロックを受信することと、
　　ビデオデータの前記ブロックのために使用された１次変換または２次変換に関連する
シンタックス要素を受信することと、
　　ビデオデータの前記ブロックのためのイントラ予測モードを決定することと、
　　少なくとも前記決定されたイントラ予測モードと、ビデオデータの前記ブロックのた
めに使用された前記１次変換または前記２次変換に関連する前記シンタックス要素の値と
に基づいて、ビデオデータの前記ブロックを復号するために位置依存予測組合せ（ＰＤＰ
Ｃ）モードを使用すべきか否かを決定することと
を行うように構成され、前記ＰＤＰＣモードを使用すべきか否かを決定するために、前記
１つまたは複数のプロセッサは、
　　ビデオデータの前記ブロックのために使用された前記１次変換または前記２次変換に
関連する前記シンタックス要素の値にかかわらず、前記イントラ予測モードが平面モード
である場合、ビデオデータの前記ブロックを復号するために前記ＰＤＰＣモードを使用す
ることを決定すること
を行うようにさらに構成された、装置。
【請求項１０】
　前記ＰＤＰＣを使用すべきか否かを決定するために、前記１つまたは複数のプロセッサ
は、
　前記イントラ予測モードが平面モードである場合、ビデオデータの前記ブロックを復号
するために前記ＰＤＰＣモードを使用することを決定すること
を行うようにさらに構成された、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記１次変換が、離散コサイン変換（ＤＣＴ）、離散サイン変換（ＤＳＴ）、または拡
張複数変換（ＥＭＴ）のうちの１つである、請求項９に記載の装置。
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【請求項１２】
　前記２次変換が、回転変換または非分離可能２次変換（ＮＳＳＴ）のうちの１つである
、請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　前記シンタックス要素が、前記１次変換または前記２次変換に対するインデックスであ
る、請求項９に記載の装置。
【請求項１４】
　前記シンタックス要素が、変換のセットに対するインデックスである、請求項９に記載
の装置。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記ＰＤＰＣモードを使用することが決定された場合、前記決定されたイントラ予測モ
ードと前記ＰＤＰＣモードとを使用してビデオデータの前記ブロックを復号すること、ま
たは
　前記ＰＤＰＣモードを使用することが決定されなかった場合、前記決定されたイントラ
予測モードを使用し、前記ＰＤＰＣモードを使用せずにビデオデータの前記ブロックを復
号すること
を行うようにさらに構成された、請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　前記１つまたは複数のプロセッサが、
　ビデオデータの前記復号されたブロックを出力すること
を行うようにさらに構成された、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　ビデオデータを復号するように構成された装置であって、前記装置が、
　ビデオデータのブロックを受信するための手段と、
　ビデオデータの前記ブロックのために使用された１次変換または２次変換に関連するシ
ンタックス要素を受信するための手段と、
　ビデオデータの前記ブロックのためのイントラ予測モードを決定するための手段と、
　少なくとも前記決定されたイントラ予測モードと、ビデオデータの前記ブロックのため
に使用された前記１次変換または前記２次変換に関連する前記シンタックス要素の値とに
基づいて、ビデオデータの前記ブロックを復号するために位置依存予測組合せ（ＰＤＰＣ
）モードを使用すべきか否かを決定するための手段と
を備え、前記ＰＤＰＣモードを使用すべきか否かを前記決定するための手段は、
　ビデオデータの前記ブロックのために使用された前記１次変換または前記２次変換に関
連する前記シンタックス要素の値にかかわらず、前記イントラ予測モードが平面モードで
ある場合、ビデオデータの前記ブロックを復号するために前記ＰＤＰＣモードを使用する
ことを決定するための手段と
を備える、装置。
【請求項１８】
　実行されたとき、ビデオデータを復号するように構成されたデバイスの１つまたは複数
のプロセッサに、
　　ビデオデータの前記ブロックを受信することと、
　　ビデオデータの前記ブロックのために使用された１次変換または２次変換に関連する
シンタックス要素を受信することと、
　　ビデオデータの前記ブロックのためのイントラ予測モードを決定することと、
　　少なくとも前記決定されたイントラ予測モードと、ビデオデータの前記ブロックのた
めに使用された前記１次変換または前記２次変換に関連する前記シンタックス要素の値と
に基づいて、ビデオデータの前記ブロックを復号するために位置依存予測組合せ（ＰＤＰ
Ｃ）モードを使用すべきか否かを決定することと
を行わせる命令を記憶し、前記ＰＤＰＣモードを使用すべきか否かを決定するために、前
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記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　ビデオデータの前記ブロックのために使用された前記１次変換または前記２次変換に関
連する前記シンタックス要素の値にかかわらず、前記イントラ予測モードが平面モードで
ある場合、ビデオデータの前記ブロックを復号するために前記ＰＤＰＣモードを使用する
ことを決定すること
をさらに行わせる、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１９】
　ビデオデータを符号化する方法であって、前記方法は、
　ビデオデータのブロックを受信することと、
　ビデオデータの前記ブロックのために使用された１次変換または２次変換を決定するこ
とと、
　ビデオデータの前記ブロックを符号化するためのイントラ予測モードを決定することと
、
　少なくとも前記決定されたイントラ予測モードと、ビデオデータの前記ブロックのため
に使用された前記１次変換または前記２次変換とに基づいて、ビデオデータの前記ブロッ
クを符号化するために位置依存予測組合せ（ＰＤＰＣ）モードを使用すべきか否かを決定
することと
を備え、前記ＰＤＰＣモードを使用すべきか否かを決定することは、
　ビデオデータの前記ブロックのために使用された前記１次変換または前記２次変換にか
かわらず、前記イントラ予測モードが平面モードである場合、ビデオデータの前記ブロッ
クを復号するために前記ＰＤＰＣモードを使用することを決定すること
を備える、方法。
【請求項２０】
　ビデオデータを符号化するように構成された装置であって、前記装置は、
　ビデオデータのブロックを記憶するように構成されたメモリと、
　前記メモリと通信している１つまたは複数のプロセッサとを備え、前記１つまたは複数
のプロセッサが、
　　ビデオデータの前記ブロックを受信することと、
　　ビデオデータの前記ブロックのために使用された１次変換または２次変換を決定する
ことと、
　　ビデオデータの前記ブロックを符号化するためのイントラ予測モードを決定すること
と、
　　少なくとも前記決定されたイントラ予測モードと、ビデオデータの前記ブロックのた
めに使用された前記１次変換または前記２次変換とに基づいて、ビデオデータの前記ブロ
ックを符号化するために位置依存予測組合せ（ＰＤＰＣ）モードを使用すべきか否かを決
定することと
を行うように構成され、前記ＰＤＰＣモードを使用すべきか否かを決定するために、前記
１つまたは複数のプロセッサは、
　ビデオデータの前記ブロックのために使用された前記１次変換または前記２次変換にか
かわらず、前記イントラ予測モードが平面モードである場合、ビデオデータの前記ブロッ
クを復号するために前記ＰＤＰＣモードを使用することを決定すること
を行うようにさらに構成された、装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２９】
　[0145]　様々な例が説明された。これらおよび他の例は以下の特許請求の範囲内に入る
。
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　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　ビデオデータを復号する方法であって、前記方法は、
　ビデオデータのブロックを受信することと、
　ビデオデータの前記ブロックのためのイントラ予測モードを決定することと、
　少なくとも前記決定されたイントラ予測モードに基づいて、ビデオデータの前記ブロッ
クを復号するために位置依存予測組合せ（ＰＤＰＣ）モードを使用すべきか否かを決定す
ることと
を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記ＰＤＰＣを使用すべきか否かを決定することは、
　前記イントラ予測モードが平面モードである場合、ビデオデータの前記ブロックを復号
するために前記ＰＤＰＣモードを使用することを決定すること
を備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　ビデオデータの前記ブロックのために使用された１次変換または２次変換に関連するシ
ンタックス要素を受信することと、
　前記シンタックス要素の値に基づいて１つまたは複数のビデオコーディングツールの使
用を決定することと、前記１つまたは複数のビデオコーディングツールが前記１次変換ま
たは前記２次変換以外のビデオコーディング技法である、
　前記決定された使用に基づいて、前記１つまたは複数のコーディングツールをビデオデ
ータの前記ブロックに適用することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記１つまたは複数のビデオコーディングツールが前記ＰＤＰＣモードを含み、前記方
法が、
　前記決定されたイントラ予測モードと、ビデオデータの前記ブロックのために使用され
た前記１次変換または前記２次変換に関連する前記シンタックス要素の前記値とに基づい
て、ビデオデータの前記ブロックを復号するために前記ＰＤＰＣを使用すべきか否かを決
定すること
をさらに備える、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記ＰＤＰＣを使用すべきか否かを決定することは、
　ビデオデータの前記ブロックのために使用された前記１次変換または前記２次変換に関
連する前記シンタックス要素の前記値にかかわらず、前記イントラ予測モードが平面モー
ドである場合、ビデオデータの前記ブロックを復号するために前記ＰＤＰＣモードを使用
することを決定すること
を備える、Ｃ４に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記１次変換が、離散コサイン変換（ＤＣＴ）、離散サイン変換（ＤＳＴ）、または拡
張複数変換（ＥＭＴ）のうちの１つである、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記２次変換が、回転変換または非分離可能２次変換（ＮＳＳＴ）のうちの１つである
、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記１つまたは複数のビデオコーディングツールが、前記ＰＤＰＣモード、モード依存
イントラ平滑化（ＭＤＩＳ）、参照サンプル適応フィルタ処理（ＲＳＡＦ）、適応参照サ
ンプル平滑化（ＡＲＳＳ）、またはマルチパラメータイントラ予測（ＭＰＩ）のうちの１
つまたは複数を含む、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ９］
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　前記シンタックス要素が、前記１次変換または前記２次変換に対するインデックスであ
る、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記シンタックス要素が、変換のセットに対するインデックスである、Ｃ３に記載の方
法。
　　［Ｃ１１］
　前記ＰＤＰＣモードを使用することが決定された場合、前記決定されたイントラ予測モ
ードと前記ＰＤＰＣモードとを使用してビデオデータの前記ブロックを復号すること、ま
たは
　前記ＰＤＰＣモードを使用することが決定されなかった場合、前記決定されたイントラ
予測モードを使用し、前記ＰＤＰＣモードを使用せずにビデオデータの前記ブロックを復
号すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　ビデオデータの前記復号されたブロックを出力すること
をさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　ビデオデータを復号するように構成された装置であって、前記装置は、
　ビデオデータのブロックを記憶するように構成されたメモリと、
　前記メモリと通信している１つまたは複数のプロセッサとを備え、前記１つまたは複数
のプロセッサが、
　　ビデオデータの前記ブロックを受信することと、
　　ビデオデータの前記ブロックのためのイントラ予測モードを決定することと、
　　少なくとも前記決定されたイントラ予測モードに基づいて、ビデオデータの前記ブロ
ックを復号するために位置依存予測組合せ（ＰＤＰＣ）モードを使用すべきか否かを決定
することと
を行うように構成された、装置。
　　［Ｃ１４］
　前記ＰＤＰＣを使用すべきか否かを決定するために、前記１つまたは複数のプロセッサ
は、
　前記イントラ予測モードが平面モードである場合、ビデオデータの前記ブロックを復号
するために前記ＰＤＰＣモードを使用することを決定すること
を行うようにさらに構成された、Ｃ１３に記載の装置。
　　［Ｃ１５］
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　ビデオデータの前記ブロックのために使用された１次変換または２次変換に関連するシ
ンタックス要素を受信することと、
　前記シンタックス要素の値に基づいて１つまたは複数のビデオコーディングツールの使
用を決定することと、前記１つまたは複数のビデオコーディングツールが前記１次変換ま
たは前記２次変換以外のビデオコーディング技法である、
　前記決定された使用に基づいて、前記１つまたは複数のコーディングツールをビデオデ
ータの前記ブロックに適用することと
を行うようにさらに構成された、Ｃ１３に記載の装置。
　　［Ｃ１６］
　前記１つまたは複数のビデオコーディングツールが前記ＰＤＰＣモードを含み、ここに
おいて、前記１つまたは複数プロセッサが、
　前記決定されたイントラ予測モードと、ビデオデータの前記ブロックのために使用され
た前記１次変換または前記２次変換に関連する前記シンタックス要素の前記値とに基づい
て、ビデオデータの前記ブロックを復号するために前記ＰＤＰＣを使用すべきか否かを決
定すること
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を行うようにさらに構成された、Ｃ１５に記載の装置。
　　［Ｃ１７］
　前記ＰＤＰＣを使用すべきか否かを決定するために、前記１つまたは複数のプロセッサ
は、
　ビデオデータの前記ブロックのために使用された前記１次変換または前記２次変換に関
連する前記シンタックス要素の前記値にかかわらず、前記イントラ予測モードが平面モー
ドである場合、ビデオデータの前記ブロックを復号するために前記ＰＤＰＣモードを使用
することを決定すること
を行うようにさらに構成された、Ｃ１６に記載の装置。
　　［Ｃ１８］
　前記１次変換が、離散コサイン変換（ＤＣＴ）、離散サイン変換（ＤＳＴ）、または拡
張複数変換（ＥＭＴ）のうちの１つである、Ｃ１５に記載の装置。
　　［Ｃ１９］
　前記２次変換が、回転変換または非分離可能２次変換（ＮＳＳＴ）のうちの１つである
、Ｃ１５に記載の装置。
　　［Ｃ２０］
　前記１つまたは複数のビデオコーディングツールが、前記ＰＤＰＣモード、モード依存
イントラ平滑化（ＭＤＩＳ）、参照サンプル適応フィルタ処理（ＲＳＡＦ）、適応参照サ
ンプル平滑化（ＡＲＳＳ）、またはマルチパラメータイントラ予測（ＭＰＩ）のうちの１
つまたは複数を含む、Ｃ１５に記載の装置。
　　［Ｃ２１］
　前記シンタックス要素が、前記１次変換または前記２次変換に対するインデックスであ
る、Ｃ１５に記載の装置。
　　［Ｃ２２］
　前記シンタックス要素が、変換のセットに対するインデックスである、Ｃ１５に記載の
装置。
　　［Ｃ２３］
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記ＰＤＰＣモードを使用することが決定された場合、前記決定されたイントラ予測モ
ードと前記ＰＤＰＣモードとを使用してビデオデータの前記ブロックを復号すること、ま
たは
　前記ＰＤＰＣモードを使用することが決定されなかった場合、前記決定されたイントラ
予測モードを使用し、前記ＰＤＰＣモードを使用せずにビデオデータの前記ブロックを復
号すること
を行うようにさらに構成された、Ｃ１３に記載の装置。
　　［Ｃ２４］
　前記１つまたは複数のプロセッサが、
　ビデオデータの前記復号されたブロックを出力すること
を行うようにさらに構成された、Ｃ２３に記載の装置。
　　［Ｃ２５］
　ビデオデータを復号するように構成された装置であって、前記装置が、
　ビデオデータのブロックを受信するための手段と、
　ビデオデータの前記ブロックのためのイントラ予測モードを決定するための手段と、
　少なくとも前記決定されたイントラ予測モードに基づいて、ビデオデータの前記ブロッ
クを復号するために位置依存予測組合せ（ＰＤＰＣ）モードを使用すべきか否かを決定す
るための手段と
を備える、装置。
　　［Ｃ２６］
　実行されたとき、ビデオデータを復号するように構成されたデバイスの１つまたは複数
のプロセッサに、
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　　ビデオデータの前記ブロックを受信することと、
　　ビデオデータの前記ブロックのためのイントラ予測モードを決定することと、
　　少なくとも前記決定されたイントラ予測モードに基づいて、ビデオデータの前記ブロ
ックを復号するために位置依存予測組合せ（ＰＤＰＣ）モードを使用すべきか否かを決定
することと
を行わせる命令を記憶する非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ２７］
　ビデオデータを符号化する方法であって、前記方法は、
　ビデオデータのブロックを受信することと、
　ビデオデータの前記ブロックを符号化するためのイントラ予測モードを決定することと
、
　少なくとも前記決定されたイントラ予測モードに基づいて、ビデオデータの前記ブロッ
クを符号化するために位置依存予測組合せ（ＰＤＰＣ）モードを使用すべきか否かを決定
することと
を備える、方法。
　　［Ｃ２８］
　前記ＰＤＰＣを使用すべきか否かを決定することは、
　前記イントラ予測モードが平面モードである場合、ビデオデータの前記ブロックを符号
化するために前記ＰＤＰＣモードを使用することを決定すること
を備える、Ｃ２７に記載の方法。
　　［Ｃ２９］
　ビデオデータを符号化するように構成された装置であって、前記装置は、
　ビデオデータのブロックを記憶するように構成されたメモリと、
　前記メモリと通信している１つまたは複数のプロセッサとを備え、前記１つまたは複数
のプロセッサが、
　　ビデオデータの前記ブロックを受信することと、
　　ビデオデータの前記ブロックを符号化するためのイントラ予測モードを決定すること
と、
　　少なくとも前記決定されたイントラ予測モードに基づいて、ビデオデータの前記ブロ
ックを符号化するために位置依存予測組合せ（ＰＤＰＣ）モードを使用すべきか否かを決
定することと
を行うように構成された、装置。
　　［Ｃ３０］
　前記ＰＤＰＣを使用すべきか否かを決定するために、前記１つまたは複数のプロセッサ
は、
　前記イントラ予測モードが平面モードである場合、ビデオデータの前記ブロックを符号
化するために前記ＰＤＰＣモードを使用することを決定すること
を行うようにさらに構成された、Ｃ２９に記載の装置。
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